
令和８年度 自己評価計画書 
石川県立志賀高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 
判定 
基準 

備考 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学力の向上 
一人一台端末

と生成 AI を使い
こなし、仲間と
高め合う「共学」
を通じて、確か
な学力と未知へ
の 探 究 心 を 育
む。 

①  ・生成ＡＩ等を活用
し、一人一台端末を
用いた学習活動を考
察する。その学習活
動を授業実践に取り
入れて、学習意欲を
高める。 

教 務 課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業改善により、工夫を凝らした授業
実践や、生成ＡＩ等を用いた一人一台
端末を用いた学習活動が定着しつつ
あり、学習意欲が高まっている。 

【成果指標】 
一人一台端末を用いた
学習活動を取り入れ、工
夫を凝らした授業によ
り、生徒の学習意欲が向
上する。 

「授業中の一人一台端末を用いた学習活動で学
習意欲が高まった。」と答える生徒の割合が 
Ａ：80％以上である。 
Ｂ：70％以上～80％未満である。 
Ｃ：60％以上～70％未満である。 
Ｄ：60％未満である。 
 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 
 
 
 

生徒アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 
 
 
 

②  
 

・学習目標を明確に
し、学習支援アプリ
を活用するなど、学
習意欲喚起を図り、
家庭学習時間を増や
す。 

学習支援アプリを積極的に活用して
いる。それによって学習意欲が高ま
り、家庭学習時間の増加につながって
いる。 

【成果指標】 
教員が授業で生徒に学習
支援アプリを日常的に活
用するように促すこと
で、家庭学習時間が増加
し、基礎学力が定着する。 

「学習支援アプリを用いた授業で基礎学力がつ
いた。」と答える生徒の割合が 
Ａ：70％以上である。 
Ｂ：55％以上～70％未満である。 
Ｃ：40％以上～55％未満である。 
Ｄ：40％未満である。 
 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 
 
 

生徒アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 
 
 

２ 

 

 

 

 

 
 
 
 

進路の実現 
キャリア教育

を推進し、進路
意識の高揚を図
り個に応じた指
導を充実させる
ことで、進路目
標の達成を目指
す。 
 

➀ 
 
 
 
 
 

・進路行事や個に応
じた進路情報の提供
により、進路意識の
高揚を図る。 

進路指導課 
 
 
 
 
 

年度当初では、進路志望先がはっき
り定まらず、具体的な行動が伴わな
い生徒が多く見られる。 

【成果指標】 
進路行事や、個に応じた
進路情報の提供により、
生徒の進路意識が高ま
り、進路実現に向けて積
極的に行動できるように
なる。 

「進路行事や個に応じた進路情報の提供によ

り、生徒の進路実現に向けての意欲が高まった。」

と答える保護者等の割合が 

Ａ：90％以上である。 

Ｂ：80％以上～90％未満である。 

Ｃ：70％以上～80％未満である。 
Ｄ：70％未満である。 
 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 
 
 

保護者等アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 

② 

 

 

 

 
 

・面談等を通して進

路目標を把握し、個

に応じた進路指導を

行うことで進路目標

の達成に必要な力を

養成する。 

 
 

進路指導課 

 

 

 

 

 
 

進路についての漠然とした意識はあ

るものの、年度当初において、進路実

現のための力が十分についていない

様子が見受けられる。 

 

 
 

【成果指標】 

個に応じた進路指導によ

り力がつき進路実現がで

きるようになる。 

３年次生の９月時点での進路目標（第 1 志望） 

をかなえた割合が 

Ａ：90％以上である。 

Ｂ：80％以上～90％未満である。 

Ｃ：70％以上～80％未満である。 

Ｄ：70％未満である。 

ＣＤは具

体的な改

善策を検

討する。 

 

 
 

生徒の進路実績 

 

 

 
 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災対応力の強
化 
被災経験を教

訓に、自律的な
危機管理意識と
「共助」の精神
を養い、緊急時
でも互いに支え
合える体制を確
立する。 
 
 
 
 
 

 ・学期に１回以上の
防災教育活動と BLS
研修を実施し、教職
員の責任感や生徒の
防災意識を醸成す
る。 
 

総 務 課 避難訓練は行っているが、訓練する
こと自体が目的となっており、有事
に備えた実践力を身に付ける必要性
がある。 

【成果指標】 
教員・生徒が災害対応力
やＢＬＳが以前より高ま
ったと感じている。 

「避難訓練等の防災活動を行ったことで、防災
意識が高まった」と答える生徒の割合が 
Ａ：90％以上である。 
Ｂ：88％以上～90％未満である。 
Ｃ：70％以上～80％未満である。 
Ｄ：70％未満である。 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 

生徒アンケート 
（7 月・12月）を実施 
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４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本的生活習慣
の確立 
「共感」の心

を基盤に、互い
を尊重し合う挨
拶と基本的生活
習慣を確立し、
豊かな規範意識
と自律心を育
む。 

①
 

 
 
 
 

・いじめアンケート
を年３回以上実施す
るとともに、生徒全
員に面談の回数を増
やす。 
 
 

生 徒 課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人面談の継続した実施等により、い
じめに対する学校の毅然とした取組
に対して 93％の生徒は評価している。 
今後は、いかに 100％に近づけていく
かが課題である。 
 

【満足度指標】 
生徒が学校はいじめに対
しての取組をしっかり行
っているととらえてい
る。 
 

「学校はいじめに対しての取組をしっかり行っ
ている。」と答える生徒の割合が 
Ａ：95％以上である。 
Ｂ：80％以上～95％未満である。 
Ｃ：70％以上～80％未満である。 
Ｄ：70％未満である。 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 
 
 

生徒アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 
 
 

② 
 
 
 
 
 
 

・保護者等と連携を 
図り、生徒自らも家 
庭でのスマートフォ
ン等の使用ルールづ
くりに取り組む。 

保護者等と連携した結果、家庭生活で
スマートフォン等の使用のルールが
守られているとした保護者は 53％と
低く、継続的に啓発していく必要があ
る。 
 
 
 

【成果指標】 
保護者等が家庭内ルール
づくりと子どもに遵守さ
せることに努め、スマー
トフォン等の使用に関し
て規範意識を高める。 
 

「家庭において、スマートフォン等の使用のルー
ルが守られている。」と答える保護者等の割合が 
Ａ：70％以上である。 
Ｂ：60％以上～70％未満である 
Ｃ：50％以上～60％未満である。 
Ｄ：50％未満である。 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 
 
 
 

保護者等アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 
 
 
 

③ 
 
 
 
 
 
 

・毎日登校指導をす
るとともに、全教員、
生徒会、ＰＴＡと連
携した挨拶運動週間
を設定する。 
・授業規律としての
挨拶指導をする。 

教職員の 90％は生徒がしっかり挨拶
をしているととらえている。今後は、
いかに 100％に近づけていくかが課題
である。 
 
 
 

【成果指標】 
登校や授業等において挨
拶をしっかりする生徒が
増加する。 
 
 
 

「生徒は語先後礼の挨拶がしっかりできてい
る。」と答える教職員の割合が 
Ａ：95％以上である。 
Ｂ：80％以上～95％未満である。 
Ｃ：70％以上～80％未満である。 
Ｄ：70％未満である。 
 

ＣＤは具
体的な改
善策を検
討する。 
 
 
 

教職員アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 
 
 
 

④ 

 

 

 

 
 

・年 5 回の「環境美
化週間」を設け、保
健委員による「志賀
高 5S 活動」の呼びか
けや「机・ロッカー
すっきり点検」等を
実施する。 

保健相談課 

 

 

 

 
 

清掃活動には積極的に取り組む姿勢
が見受けられる一方、トイレ等の利
用マナーや身の回りの整理整頓に課
題を抱える生徒も散見される。今後
は、5S 活動の意義をより具体的に提
示し、学校環境衛生活動に主体的に
参画できるよう、啓発および支援体
制の充実を図ることが必要である。 

【成果指標】 

教室や身のまわりの整理

整頓、安心安全な生活を

送る行動を自主的に実践

する生徒が増加する。 
 

「5S 活動や清掃を通じ、他者に配慮し、安全か

つ衛生的に心地よく過ごせるよう、自ら進んで

環境美化に取り組むことができた。」と答える

生徒の割合が 
Ａ：90％以上である。 
Ｂ：80％以上～90％未満である。 
Ｃ：70％以上～80％未満である。 
Ｄ：70％未満である。 

ＣＤは具

体的な改

善策を検

討する。 

 
 

生徒アンケート 
（7 月・12月）を実施 

 

 

 
 

５ 
 
 
 
 
 
 

教職員多忙改善 
 時間管理を意
識し、業務体制と
協力体制の構築
と併せ校務ＤＸ
を推進すること
で、業務の効率化
を図る。 

 
 
 
 
 
 

・教職員の働き方を
更に見直し、担当業
務に対して校務のＤ
Ｘ化を推進し、時間
外勤務の縮減を図
る。 
 

教 頭 
 
 
 
 
 
 

本校教職員の超過勤務時間は県の平
均レベルより約 5ポイント低く、昨年
度のアンケートでは、勤務時間が縮減
したと答えた教員の割合は 71％であ
った。しかし、校務のＤＸ化は個人差
があり、依然として特定の個人の超過
勤務が課題である。 
 

【成果指標】 
担当業務に見通しを持
ち、校務ＤＸによりタイ
ムマネジメントを意識し
前年度より時間外勤務を
縮減させる。 

担当業務が校務のＤＸ化により勤務時間が縮減
したと答える教職員の割合が 
Ａ：75%以上である。 
Ｂ：50%以上 75%未満である。 
Ｃ：25%以上 50%未満である。 
Ｄ：25%未満である。 

ＣＤの場
合は具体
的な改善
策を検討
する。 
 

教職員アンケート 
（7 月・12月）を実施 
 
 

 


